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1．は じめ に

　2006 年 3 月 9 日に、定年退職に際して の 最終講義を上記 の 題 名で 行な っ た 。 それ

は本誌に 2 回 に わた っ て 掲載して 頂 い た最終 講義予 定原稿 「北風 と太 陽 1
，
2」

1・2 ）

とは 少し異な っ て い る 。 そ れ らは最終講義以 前に 出版 され 、 予 想外 に広 く読 まれ て い

る た め、同 じ話で は 当 日の 出席者 に 申し訳な い と思 っ た か らで あ る。 さ らに次の 事情

が加わ っ た 。 大部分の 最終講義は物理 の 話 が な され 、それ まで の 自己 の研 究の 思 い 出

や評価が話 され る こ とが多 い。幸 い、私の 場合、こ の 物理 に関する部分 は 「固体物理 」

編 集 部か ら依頼 を受 け 、 別 に 書 かせ て い ただ く こ とが 決 ま っ て い た。そ してす で に

「固体物 理」 2006 年 7 月号 に 「電子相関 と と もに 40 年一高温超伝導の 理論を中心 と

して 一
」 とい う題で 書 かせ て 頂 い た 。

3）

　この よ うな事情 で 、最終講義の 話題に事欠 くこ とにな っ た ．
…

方、2004 年 の 秋 に大

阪大学理 学部で 、教育 COE の
．一
環 として 「理 学へ の 招待」 とい う 1，2 年生向けの 授

業が シ リーズで 開かれた。そ の 講義の
一

コ マ を依 頼 され 、阪 大出身 の 私 と して は実 に

40 年後の後輩に話す機会 が与 え られた。私が大阪大学 に入学 した 1961 年は理工 系 ブ

ー
ム の 始ま りで 、原子 力や 半導体な ど科学技術 の 進歩 に よ っ て、敗戦後の 貧 しい 日本

を救 う ことが で き る と考え、私たちは使命感 と学習意欲 にあふ れて い たよ うに思 う 。

そ の 当時 を思 い 出 し、懐か しく 、 感 激 して お引き受 け した 。 つ けた 題名が表題の 最終

講義の 題名で あ る 。 しか し、阪大の 理学部の 先生 も学 生 も私が阪大の 卒業生 で ある と

い う認識も無いよ うで あ っ た 。 講師は理学部の さ ま ざまな分野か ら選ばれて い た の で 、

お そ らく主催者は私が磁 性や超伝導な ど 「物性物理 」 の 面白 さ を紹介する こ と を期待

され て い た と思 う 。 とこ ろ が どうして もそ の よ うな話 をする 気が しなか っ たの で ある 。

★

本稿は、編集部の 方か ら特にお願 い して 執筆 して い ただい た記事 で ある。
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科学 に全幅の 信頼 を置 い て い た 自分 自身の 入 学当時 と異な り、逆 に定年が近づ い た現

在は 、 「理学 を学ぶ意義」 とい うの は ど こ に あるだ ろ うか とい う疑問が 強くなっ た 。

ち ょ うど運悪 く、ボス ドクの若手研 究者に物理 をやめ る よ う数ヶ 月に亘 っ て 説得 して

い る ときで あ っ た 。 彼は 「先生は僕 の ように物理 に夢 を持 っ て い る若者の 夢を砕 くの

で す か」 と反論 して い た。　 「物理 よ りも っ と大事な こ とがあ ります。自分で 幸せ に生

きて い けな けれ ば、少々 、物理 をや っ て も意 味が あ りませ ん 。 並み の 物理 の 佳事な ら

君 が苦労 しない で も誰かがや るんだか ら 、 家族を犠牲に して まで や らな くて よい の で

す」　 「子 供の ときか ら物理 が夢 だ っ たの に 、僕 に 可能性 が無 い と どう して わ かる の で

す か」 ．．．．．。 こ の よ うな背景で 阪大理学部で の 講義に つ けた題名が 「理学の 本当の 力

は どこ にある の だ ろ うか 」 で ある。そ の 題 名 を最終講義 に も使 わせ て 頂 い た。 「意義」

よ り 「力」 と した の は 理学の 力強さ を強調 した か っ た か らで ある 。

2 ．科 学は本 当に子供 の 夢なの か

　常 日頃、私たちは子供た ちに 「も っ と科学に 関心 を持たせ 、理科を志望 させ るよ う」

努 力すべ き で ある とい っ て きた 。 しか し、現在の 子供た ちの 研 究者へ の 道 は厳 しい も

の で ある。学位 をとっ て もボス ドクを数年過 ご し、将来は保証されて い な い 。 そ の 上、

科学 の 意義や価値 は難 しい もの で 自明 で は な い と思 う。子 供た ち に科 学 へ の 夢 を持た

せ る とい うこ とで 宇宙や核融 合の 話 がな され る 。 私はス ペ
ー

ス シ ャ トル を使 う宇宙科

学 に疑問を持 っ て い る。毛 利さん の よ うに 2 度 も宇宙飛 行を して 宇宙か ら眺めな くて

も地球が破壊 され 、 砂 漠化 が進 んで い る こ とはわか る 。 向井 さんの よ うに宇宙で めだ

か を飼 っ て み な くて も宇宙で は宇宙線が降 り注ぎ、 さ らに、無重 力状態で 生物が長く

住 めな い こ とは明 白で ある 。 私 は こ の よ うな夢 を語 り、 子供た ちに科 学へ の 関心 を持

た せ る こ とに疑問 を感 じて い る。特に地球の 周囲 を回 転する飛行に命まで か けて 飛び

立っ 必要 が あるだろ うか 。 無人観測 で十分で はな い か と思 う。 なぜ そ の よ うな 危険な

冒険 を止めな い の で あろ うか 。 実現の 可能性がほ とん ど無い 核融合も費用 と研究者の

一
生 を無駄にする 可能性 が高い 。核融合が実現 した と して も、飛 び散 る 中性子で 放射

化 した超 伝導磁 石の 施 設は 巨大な放射性廃棄物 にな っ て しま う。 核融合が未来の エ ネ

ル ギー を担うな どと い うこ とはあ りえな い と思 う。夢だ けを話すの で はな く、む しろ

現在 の 科学の 真実 を語 る べ きで ある と思 う。

　 こ の よ うに 、 私 には 「本当に現在、理学や 科学 を学び発展 させ る意義」 が ある とす

れ ば どこに あるだろ うか と いう疑問が定年を前に して い っ そ う強くな っ た の であ る 。

折か ら、京都大学で は総長や理学部長 を含め て 、 理学 や文学は 「虚学」 とい われ 、 現

在は 役に立た ない か も しれ な い が、文化と して必要で あ る と い うよ うな議論がな され
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て きた 。 しか し、科学は一般市民に とっ て は生命や子供の 将来に 関わる重要問題で あ

る。例えば原発 の 安全性 をめぐっ て 科学者 に期待す る声 は強 く 「虚学」 とい っ て 、 工

学の 「実学 」 の 専門家に任せ られ な い の で ある 。 理学部 で 地震 の 科学 がわか らな い の

に、工学部で 耐震 設計がで きる とは考え られな い 、現在 、科 学技術 の 影響 は莫大で あ

る 。 核兵器 はそ の 典型 で あ る 。 科学者は こ の よ うな科学 が関係す る重 要な問題 に回答

を与え られ な けれ ばな らな い 。環境ホルモ ンはど うすれ ばよ い の か。原発は地震が来

て も大丈夫 な の か 。 科学技術が進歩 し、生産 性が上 が り、 み んなが豊 かで 幸せ な 生活

がで きる はずで あ っ た 。 工 業化社会はなぜ、人々 を不幸にする の か 。 われわれ は い か

な る社会 を求 める べ きなの か 。 こ の よ うな人類の 未来や文明 に 関す る 問題 に答え る こ

とがで きな い 学 問は、そ して 大学は 存在する価 値が あ る の だ ろ うか 。

3．分析 と総 合

　結論か ら言 うと、「理学が無力な の は、専門化、細分化 され 、現 実の 総合的な問題 に

答え られ な い 科学者や 大学に責任 がある 。理 学に携わ る人 々 の 姿勢に問題が ある と い

うこ とで あ り、理学 そ の もの に問題が あ る わ け で はな い 」 と思 う。教育基本法で は 10

条 に 「教育は、不 当な 支配 に服 す る こ とな く、国民 全体 に対 し直接責任を負 っ て 行な

われ るべ き もの で ある 。 」と定め られ て い る 。 大学が無力なの は大学 を実質的に経済的

に支え 、大学の 教育と研究 に期 待す る国民か ら遊離 し、国民の 苦 しみ や悩み を大学が

直接聞 くこ とが無か っ たか らで ある 。 水俣病の 解明 と患者の 救済に努力された 熊本大

学の 原田 正 純先 生は患者の 自宅 を訪ね、貧 しく生活 にあえ ぐ姿 に愕然 とされた、「患者

が先生 で ある」 とい わ れ て い る。

　 「分析 と総 合」 の 両方が科学 には必要で あ り、理学部 は本来科学 の 全体的な問題 に

答 える こ と の で き る広 い学 問分野 の 専門家の 集 団で ある 。 理学 部の 先 生が 知恵 を集 め

れば解明で きない もの は無 い の で ある。原発の 是非に も適切な答えが 出せ る はずの も

の で ある 。 総 合的な検討が なされて い な い か ら、 現実の 提起す る 問題 に理学 は無 力で

あり、虚学で あ り、面 白くない の で ある。 とこ ろ が…方、現在の 世界に、科学が解決

すべ き問題 は山積 して い る 。 これ か ら述べ るよ うに、人類 に とっ て 、重大な危 機が 迫

り、科学者 の 責務は か っ て な く高い 。私 は こ の 人類 の 危機 を救 うた め に こそ 、子供や

若者は科学 を志すべ きで ある と思 う。 極論すれ ば好 き嫌 い で はな く、「人類 を救 う」 と

い う使命感 が必要で あ る と さえ思 う 。

4．理学の 力を集中すべ き課 題

　そ の よ うな人類が解決すべ き問題を思 い つ くま まに挙げて み る 。
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4 − 1． わが国の 原発は地震 に耐え られ る の か 。

A ．女川原発

　京都大学は地震 の研究者が多く、 理学部や防災研 で も活躍 され て い る 。 最近 、2 度

に わ た っ て 、宮城県 の 女川 原発で 耐震設計に用 い た 「設 計用最 強地震 」 S1 と 「想 定限

界地震」S2 を超 え る地震動が観測 され 、原発が 緊急停 止 した 。
「設 計 用最強地震 （S1）」

は原発の 周辺で 過去 1万年間 に活動 した活断層と記録に残る過去の 地震か ら想定 した

場合 の最強地震で ある。 「想定限界地震 S2」 は次 の よ うな もの で ある 。過去 5 万年に

起きた地震や直下型地震な ども考慮 し、
「お よそ現実的で な い 」と考 え られ る強 さの 「限

界地 震」 を設定 し、原子炉格納容器 な どの 重要施設 をそ れ に耐え られ る構造に して い

るの で ある 。 それ らを現 実の 地 震が超え た の で あ るか ら 、 耐震設 計とそ の 計 算の基 礎

で ある 大崎ス ペ ク トル の 信頼性が揺 らい で しまっ たの で ある 。最初は 2003 年 5 月 26

日 、 宮城県沖ス ラ ブ内地震 （マ グニ チ ュ
ー ド M7 ．1） で 当時 、唯

一
稼働中で あ っ た 女

川原 発 3 号炉が緊急停止 した。 2度 目は 2005 年 8 月 16 日の 宮城県沖地震 （M72 ）

で 女 川原 発 1
，
2

，
3 号機 全て が緊急停止 した e8 ，16 宮城県沖地震で は 、は ぎとり波 の最

大加速度 284 ガル とな り、設置許可 申請書記載の 基準地震 動 S1の 250 ガル を超えた 。

さ らに、 は ぎ と り波応 答ス ペ ク トル が さまざまな 周期で 基準最強地震動 Si
，
　S2の 値 を

越え た 。 特 に周期 0．05 秒で は 888 ガルで あっ た 。 震 源の 深 さが深 い ほ ど従来の 応 答

ス ペ ク トル に比べ 観測値 は大 き くな るよ うで ある 。つ ま り、従来の 大崎の 方法 によ る

設計 は深 い 地震 を過小 に評価する と い う欠点があ り 、 危 険で ある 。 と もか く、従来の

耐震設計 を超 え る地 震動 が現実 に観測 されたの で ある か ら、耐震 設計 を見直 さ ざる を

得な い の で ある 。 しか も、今後、同地域 で 発生す る と予想 され る 地震は M7 ．5〜8，5 で

あ り、M7 ．5 は M7 ．2 に比 べ て 、2．8 倍の エ ネル ギー
で あ る 。

B ．浜 岡原発

　浜岡原発 で は東海地震 の 震源域 の 真上 に原発があり 、 その 耐震性が問われて い る 。

設 計の 時点で は遠州 灘沖の 震源 を仮 定 して い たか ら、原発直下の 東海地震が心配 され

る現在か ら見 れば 、 明 らか に耐震設計の ミス で あ る 。 原発建設の 初期 、 地震の空 白地

域が安全 と して 全国に 立地 を進めて きた。 ところ が研 究の 進歩によ り、地震の 空 白地

域は地殻の 歪み が蓄積 して お り、逆 に、地震の 危険地 帯で ある こ とがわか っ た 。そ の

典 型が浜岡原発なの で ある 。 原発の 真下に震源が あ り 、 直下 型地震 の 可能性が高 く、

その 破壊 され る面の 構造 （アス ペ リチ ィ）が不明で あ り、 どのよ うな振動 が発生する

か が わ か らな い の で ある 。 すぐに停 止しな い と地震が起 こ る と重大事故の危険性が あ

る 。 この 危険な 原発の 差 し止め訴訟 の 裁判がお こな わ れ て い る 。
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C．福井県の 原発

　地震が心配され る福井県には高速増殖炉もん じ ゅ を含 め 15 基の 原 発が ある 。 福井

県 で は 、 地震調査研 究推進 本部で 最 近詳 しい 地震調査 が行な われ た 。そ の 結果 を用 い

る と原発建設時に関西電力などが想定した地震よ り 、 強い 地震が起 こる 可能性 が高い 。

イ ） 関西 電 力が海域 断層系  と呼んで い る 17km （M6 ．9）の 断層は 地震調査研究推進

本部 （以下推本と呼ぶ ）の 野坂断 層帯 31km （M7 ．3）に対応 し、そ の 野坂断 層帯に よ

る 地震動 は美浜原発の 想定 限界地震 S2 を超え て しま う。 ロ ）関西電 力の 敦賀断 層は

19km で M7 ．0 が 想定 され て い る が推本 で は 湖北 山地 断層帯 北西 部 25km 、　M7 ．2 に対

応す る 。 こ の 地震 による大崎 スペ ク トル は美浜原発の 想定限界地震 S2を超 えて しま う。

ハ ）関電 の 柳 ヶ 瀬断 層 28km （M72 ）は 推本の 柳ヶ 瀬・関が原 断層帯 100km （M8 ．2），さ

らに浦底 ・柳 ヶ 瀬山断層帯 25km （M7 ．2）があ り、全体 と して 活動する 可能性がある 。

二 ）関電の 花折断 層 （M7 ．8）は推本 の 三 方 ・花 折断 層に 対応 す る 。 そ れ を三方 断層帯

（26km ，
　M7 ．2）と花折断層帯 （58km ，　M7 ．8）に 分け て 考え る 。 三 方断 層帯の 震 央は 美

浜原発か ら、約 15km で この 地震 に対応する大崎ス ペ ク トル は S2 を超 え る。 ホ）推

本の 琵琶湖 西岸断層帯 、 58km
，
　M7 ．8 を関電は評価 して い な い 。推本は こ れ と花折断

層 との 連動の 可能 性を指摘 して いる 。

　以上 の よ うに 地震調査研 究推進 本部 の 評価 を用 い る と美浜原 発な どの S2 を大 幅に

超 える地震動が生 じる 可能性が 高い 。全国の 原発耐震 設計の 基礎 とな っ て い る 大崎ス

ペ ク トル の 信頼性 が揺 ら ぐこ とに なる 。 こ うして 、 美浜原発な どで は新しい 指針 で の

耐震性の 見直 しが必要にな っ て い る。敦賀 3、 4 号炉の 増設 に 関連して原子 力安全 ・

保安 院は 2005 年 2 月 25 日追加調査 を指示 した。 甲楽城 断層、柳 ヶ 瀬断層の 連続性 、

浦 底 ・柳ヶ 瀬断層の 連続性などの 調査で ある 。

D ．地震の ま とめ

　以上 の よ うな 背景で 、原子 力発電所の 耐震設 計審査指 針が 2006 年 9 月 19 日、25

年ぶ りに改定 され た 。 4 月末 に発表 された案に対 して は 国 民か ら 700 件も の 意見が寄

せ られ た 。そ の 意見 の 中で も、電 力会社 と原子 力安全 ・保安 院 と安全委員会の 調査が

信頼 で きな い こ とを指摘 し、論 争とな っ たの が、 中国電 力島根原発の 活断 層見落 とし

で あ っ た 。電 力側が 詳細調査の 結果、 島根原発の 近 くで活 断層は無 い と主張 し、審査

側 の 原子 力安全 ・保安院と安全委員会もそれ を追認 し 、 3 号 機増 設を許可 した 。 そ の

場所で、大学な どの グル ープが 6 月上旬 に地面 を掘 っ て活断層の存在を実証 した の で

ある 。 そ の 結果、中国電 力の 想定 を超 える地震が起 こ る 可能 性が示 され た 。 この こと

は 同時 に、電 力会社 と審査側の 活断層調 査 と耐震設計が 信頼で き ない こ とをさ らけ出

した こと になる。改定指針案は 活断層調査が信頼 性が高 く、活断層を見逃すこ とが無
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い と い う前提 に立 っ て い る 。 そ の 前提が成 り立たな い こ とが具体例で 示 され たの で あ

る 。 こ の 審査指針 で は地震 に 対す る安全性が保 証 され な い。そ れ 故、多 くの 国民か ら、

修正 意見 が出た の で あ る 。 しか し 、 原子 力安全委員会の 分科 会は これ らの 意見 を無視

して 最終案を まとめた 。 委員の
一

人は最終案に納得で きず 、 辞任 した 。 これ が原子 力

が 推進 され る現実の 姿 で あ り、科学 者の 姿で ある 。

そ もそ も、地震 は地下深 くで 起こ る破壊が原因で ある か ら、 震源断層を詳 しく調査で

き な い 。震源断 層の 長 さや 、その 起 こ るべ き地震の 規模 と機 構 を知 り、地震 動を予 想

し、決定する こ とは不 可能 に近 く、単に推定す る以外 に定め ようがな い 。 ひ とたび事

故 が 起こ る と人 口 の 密度が 高い わが国で は大事故にな る 。チ ェ ル ノブイ リ原発事故で

は 200km も離れたベ ラル ー シ に 7 割の 放射性物質が落 ちた 。 20 年後 の 今 も農地や森

は 汚染され 、 食べ 物や 呼吸 を通 じて 内部被曝が続 い て い る。事故の 重大性 と耐震性へ

の 不 安が国民 の 間 にか っ て な く高 ま っ て い る。科学者は こ の 地震 と原 発の 問題 に 早急

に答え を出すべ き で あ る 。私 は ど う見て も地震の 規模や 震度 を予測 し、安全を保証で

きる 耐震 設計をす る こ とは現 在の 科 学技術で は不可能 で あ り、大量の 放射性物質 を含

む原発 を停 止する 以外に安全を 確保する こ とはで きな い と思 う 。 と りわ け 、エ ネル ギ

ー
自由化 の 中で原 発の 経済性 の 向上 が追求され て お り、点検期間の 短縮や 稼働率の 向

上 へ の 圧 力に よ っ て安全性は い っ そ う犠牲にされて 、 危険 な運 転が続い て い る 。 昨年、

8 月 9 日の 美浜原 発 3 号 炉の 配管 破裂 で 11 人 の 死傷者 （5 入が死 亡）を 出 した事故 も 、

原発 を停止せ ず、運転 した ま ま点検 の ための 作業 を行 な っ て い た問の 事故 で あ っ た 。

4 − 2 ．環境ホルモ ン の 脳 へ の 影響

　マ イ ク ロ ア レイ に よ る 実験で 、環境 ホル モ ン が脳 に も影響 を与 える こ とがわか っ た。

黒 田 洋
一

郎氏
4） と田 代朋子 氏

5）
らによ っ て 、最近の 子供の 行動異常 、 注意欠陥多動障

害 （ADHD ）、学習障害 （LD ）、 自閉症な どと環境ホ ルモ ン との 関連が指摘 され て い

る 。 胎児な どで 、 神経回路 を作る シ ナプス が形成され 発達する段階で 、 ホルモ ン によ

る転写過程が内分泌か く乱化学物質 でか く乱 され 、正 常な 発達 が阻害され る。そ の時

期 と阻害され る部位に よ っ て さ ま ざまな障害が現れ る 。 この こ とが ミ ク ロ な実験 で確

認 されつ つ ある 。 これ らの 障害 は生殖作 用 も含 まれ るの で、未来世代に も影響する。

一般 に、多田富雄氏 によ る と、遺伝子的に は男子 で も、男子 にな る には胎 児の 問に男

性化 の ための ホルモ ン作用 が働 き、男性 と して の 器官を形成す る必要があ る 。 それが

不十分で あ る と女性化 する 。 それゆえ、男性化 は男子 に とっ て 、女性よ り遺伝子 の 発

現過程で 過重な負担となる 。 その ため 、 流産や さまざまな障害 は男性の ほ うが 生 じや

すい と考え られ て い る 。 さ らに黒田 氏はさまざまな 精神の ハ ンディ キ ャ ッ プが あるの

は 、脳の 形成期の さま ざ まな時期に さまざまな部位 に環境 ホル モ ンが働 く結果 に よ っ
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て 生 じた多様性 で ある と考 えて い る 。例 え ば、抑制系 の 神経 系の 発達が抑え られ る と

キ レ易い 子供に な る可能性がある 。 こ の よ うな脳の 発達 障害が遺伝的 な影 響で ある と

仮定する と世代交代の 時間に比べ て 増加が 早すぎる と考 え られ る 。

　自閉症 を研 究 して い る酒木保氏は 「私は 自閉症 の 原因は まだわか っ て い な い と述 べ

ま した。そ れ だ けに、症児の 周 りで は無責任 な犯 人探 しが行 なわれ が ちで す。そ の一

番の タ
ー

ゲ ッ トに な るの が 、 実は母 親な の で す 。 」
6）昔は この よ うなハ ンディ キャ ッ

プに対 して 原因が分か らな い ために母親が 攻め られ 、「こ の ような子供 を生ん ですみ ま

せ ん 」 とい わ され て きた 。 科学 は真実を明 らか に し、 偏 見を取 り除くの で ある 。 こ う

して 、 科学の 進歩は個 人の 責任 で は な く環境の 汚染 に原 因があ り、 化 学工 業と政府の

責任で ある こ とを 明 らか に した 。科学によ っ て 原 因が解明 されて い く こ とが 、 子供の

脳 の 発達 異常が個 人 的な もの で な く 、 社会的な問題 として 解決 につ な が る の で ある 。

基礎物理学研 究所の 研 究会で 「い わ れ 無き偏見 と差別 を取 り除 くた め に研 究 して い る」

と黒 田洋一郎氏は会場の 質問に答え られた 。

　黒田氏に よる と、 この よ うな環境ホ ル モ ン の 影 響は最近の 40 年の こ とで あるが 、

最近の 若年性 の アル ツハ イ マ
ー

病 の 増加 と関係があ るか否か も重要な 問題で ある との

こ とで ある。

4 − 3．未来世代 へ の 戦争

　綿貫礼子 、 吉田由布子 さんは 胎児の 環境ホ ル モ ンや放射線被曝が未来世代へ の 「戦

争」 と捉 え、世代 を超 えた 被害を警告 して い る 。

7）
こ の 点で 多 田富雄氏の 次の 言葉は

重要であ る 。
「免疫とい うの は私た ちの 体 の 中に 異物が入 っ て くる とそれ を排除 して 、

自分の全体性 を守る、そ う い う仕組み で す 。 」 「外部に ある大 宇宙 に対 して体 の 中は
一

つ の 小宇宙 と して 自立 的に働 い て い る 。 そ うい うもの が今まで は生命体 と考え られ て

い たわ けです 。 」 「と こ ろが 環境問題はそ の よ うな基本的に生命 と い う もの が 自立的な

存在で あ る こ と を覆して し まっ た 。 」 「外部か ら入 っ て きた物質が処理 もされ ずに受容

体 に直接働い て しまう 。 」 「外部と内部が直接つ なが っ て しま うわ けで すか ら、 生命 に

とっ ては 大事件で あ る。」それ を受 けて 綿貫氏 たちは 「新生児 は未来の 生態 系の 状態を

先取 りして 生まれて くる 。 」と して チ ェ ル ノブイ リ事故 で汚染 した 地域で の 子宮内被曝

と生殖健 康 につ い て 次の よ うに報告 され て い る 。
「汚染地区の 女性で は 、胎 盤の特 異な

変化 に よ る胎児胎盤総体 の 変化 と母親の 甲状腺機能の か く乱が胎児の 健康悪化、発育

不 全、酸素不足、胎児死を もた ら して い る こ と、そ して 新生児 の 健康の質が低下 し 、

新 生児死 亡 、 疾病障害児が 増えて い る 。 」 「原発事故で 汚染された
“
外な る 生態系

”

の

変化 は汚染され た地域 に住む女性の
“

内な る 生態 系 ＝ 身体
”

へ とっ な が っ て い る。 さ

らに新生児 はその 母親の身体的変化 を反 映 して い る
“

さらに 内なる 生態系 ＝ 子宮
”

の
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状態 をもろに 照 らし出 して い る の で ある 。 」　これ は環境 ホル モ ン の 場合に も当ては ま

る と思われ る。堤治氏は 「次世代 へ の 影響 、 例 えば胚 の汚染 と出生後 の 精子数との 関

係な ども検討す る必要があ る。 ど うい っ た悪影 響が あるか明 らか でな い が 、 ダイオ キ

シ ン は低濃度で も胚 へ の 直接作用 を もつ ことか ら、環境 中の 排出、蓄積を減少 させ 、

ヒ トへ の 汚染 を防 い で い く必要があ る と考え る 。 こ の 点は他の 内分泌か く乱物質も同

様 で ある。」
8 ）

（1999 年）

4− 4．電磁波の 生体 に 与え る 影響 も重大

　電磁波の 飛 び交 う時代 に私たち は住んで い る。
一

方、私 た ちの 脳波は地球の 弱 い 電

磁波 と相関が あ り、そ れが乱 され ると松果体 か ら睡眠な どに重要なメ ラ トニ ンが出に

く くな る ことが 知 られ て い る。そ の ほか 、 電磁波過敏症や送電線近くに住む子供の 白

血病の 増加な ど電磁波の 影 響 ・被害が指摘されて い る 。 携帯電話の 広範な普及 を見て

も、 これ は将来、世界 中に被 害が 発生 し 、 大きな問題にな る可能性が ある 。 これ の 原

因 とな る機構 の 解明 と鰐決 の ため に科学や 理学の 力が必 要で ある 。

5 ．寛容で 豊かな科学

　以 上 、 4 で述べ た さ ま ざまな課題の 解決 の た め に科学 は ど うあるべ きで あろ うか 。

免疫学で 優れた功績を 挙げ られた多 田富雄氏は 「寛容で 豊かな科学」 を提唱 して お ら

れ る 。 反対は 厂ギス ギス した貧弱な 科学」 で あ る。内容が豊かでな けれ ば主流にはな

れ な い 。 内容が豊かで あれ ば短期に は終わ らな い 。 競争で遅れ て もよい 。 私は先に述

べ た よ うに 専門的で 分析を主 と した 科学 を 、 人類の さ ま ざま な危 機 を救 う と い う目的

のた め に総合すべ きで あ る と思 う 。

　今年 の 8 月 3 日か ら 6 日まで、広島で 「劣化ウ ラ ン兵器 禁止 を訴え る 国際大会」 が

開か れ た e 私は傍聴 した に過 ぎな い が、大きな感動を受 け た。医者 、 放 射線 生物学者、

化 学者、物理 学者、法学者 、 哲学者等が被害の 原因、機構を明 らか に した い と して 、

イ ラクや コ ソ ボ、米な ど被害の 現地や アメ リカ 、 イ タ リア、 ドイ ツ 、 イギ リス 、 日本

な どか ら学者や運 動家が集 ま っ た 会議で あ っ た。そ れぞ れ学問の レベ ル 、 装 置の優劣

等は あ るか も しれ な い が 、 入類 を救う とい う使命で 結ばれ た 、 真に友好的な もの で あ

っ た 。 論争で勝つ こ とよ り、真実を明 らか に し、被害者 の 救済 と被害者をな くすた め

の もの で あ っ た。

　こ の よ うに大学は 、政治 ・
経済な ど社会科学 も総合 して 本来 の 総合大学 と して の 完

結 した姿を回復す る こ とが大学を活性化 し、学生の 勉学 意欲 を高め る方法で ある と思

う。特 に強調 した い こ とは 国民は暗に科学者を信頼し、科学 者が異議を唱え な い か ら

なん とな く安心 して い る こ とが 多 い 。 多数の 人 に 被害が及ぶ よ うな危険性があ るな ら
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「偉い」科学者は 黙 っ て いな い はずだか らで ある。した が っ て 、私は特に強調 した い．

「科学者の 無知、 専門馬鹿で ある こ とは国民 に対 する罪 で ある。」 「科学者 は、大学は

最先 端の 知識 を持 ち 、 人類の 未来を こ うこ うと照 らす明か りの は ずで あ る か らで あ

る。」 期待 を裏切 る こ とは 国民の 支持 と信頼 の 故 に許 され な い の で ある 。

6．勉強が人生で あ り、喜びで あ る

　こ こか らは本題 か ら少 し離れ る が、最近 、印象 に残 っ た こ とをお話 しす る 。 最終講

義の 数 日前の 3 月 5 日、私は京都 コ ンサ
ー

トホ
ー

ル に楽 団 「あ ぶ あぶ あ」 の 第 24 回

公演 を聴き に行 っ た 。
「誕生 日あ りが とう運動 40 周年」 の京都の 集ま りで あ っ た 。 知

的ハ ンデ ィ キャ ッ プを持っ た子供た ちの 楽団で 子 供た ち はすで に 40 歳以上 に なる 。

彼 ら、彼女 ら と同 じハ ンディ キャ ッ プを持っ た子 供た ち とそ の 家族が 会場い っ ぱい に

あふ れ 、 演 奏に合わせ て 奇声を発 して 、跳び回る 様子は もの す ごい 迫力で あ っ た。子

供 た ち は心 か ら喜んで い るの で あ っ た 。 この 演 奏を習得す る の が如何 に 大変で あ っ た

かが ビデオ で 紹介 され た 。 5 ， 6 人 の団員の
一

人
一

人の 進歩が楽団全体の 進歩で あ り、

一 人の上達 がみ ん なの 喜 びで ある。 この よ うな勉 強が彼 らの 生活 で あ り、人生 で ある

とい うこ とで あ っ た 。 こ の コ ンサ
ー

トで 行なわれ 、 主張され て い る こ とは私の これ ま

で の 価値観を 大き く変え る もの で あ り、衝撃的で あ っ た 。 私 たちは教育は学 力 をっ け

て 、 自立す る た め で ある と考えて きた 。 しか し、 ハ ンデ ィ キ ャ ッ プの 程度 によ っ て は

自立で きな い こ と は 自明で ある 。この よ うな 子供の 教育 は どの よ うな意味が あ る の か 。

答 えはそ の 運動 を提唱 し、 助 けて きた伊藤隆 二 先 生 によ っ て 出されて い る 。

　 「勉 強そ の もの が人生で あ り、 喜びで あ る」 とい うこ とで あ っ た 。 知 恵遅れ の 子供

や 知的障害者は世 の 役 に立たな い の か e そ うで は な い ．知的ハ ンデ ィ キャ ッ プの 「永

遠 の 幼子」 として の 純粋な心が 、人 々 に心か らの 喜びや感動 を与 え る とい う こ とで あ

っ た 。以下 は知恵遅れの 子供を もつ 母親 の 言葉で あ る。

「私が歩まな くて はな らなか っ た 、 こ の 最 も悲 しみ に満ちた行路 を進 む間 に 、 私 は 人

の 心 はすべ て 尊敬に値す る こ とを知 っ たの で あ ります。すべ て の 人 は人 間と して 平等

で あ り、そ して 万 人 はみ な人間 と して の 権利を持 っ て い る こ とをは っ き り教えて くれ

た の は 、 ほかな らぬ私の 娘で あ りま した．．． もし、私が これ を理解する機会に恵 まれ

な か っ た とすれ ば、私 はき っ と自分よ り能力の 無 い 人 に我慢で きな い 、あの 傲慢な 態

度 を持 ち続 けて い たに違い ありませ ん。娘は私に 人間とは 何か とい う こと を教え て く

れ た の で あ ります 。 （パ ールバ ッ クさん、知恵遅れ の 子 の 母親）

　 「この 子 らはそ の ままで 世の 光」 で あ る と伊藤先生は 言わ れ る 。
「知恵遅れ の 人は 、

彼 らに対 して そ の 存在を根底か らゆすぶ るよ うな 影響 を持つ こ とが ある。そ れ は彼 ら
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の 意 識 した教 育力ではない 。 しか し、大自然 にふれ る こ とによ っ て 心 の 感銘を受ける

の と同じよ うに、 この 永遠の 幼子は大人 に対 して世 の 光 となる こ とが 可能なの で す 。 」

　もうひ とつ 、証言 を紹介 しよ う。 （「自閉症の 子供たち」 酒木保 、 PHP 新書よ り）

実験 心理学か ら臨床心理学 へ 酒木先 生が 変わ っ た 理 由を次 の よ うに述べ て お られる 。

　 「当時の 心理学会で 話題性の 高か っ た認知の 仕組み を解明す る こ とを 目的に 自閉症

の 子 供 との か か わ りを持つ よ う にな りま した 。 当時 、 私た ちは、 彼 らを被験者と して

さまざまな視覚刺激を与え 、 そ の刺 激 に対す る反 応 をデー タ と して 集 めるため に、彼

らと 関わ っ て い たの です。 自然科学者と して の 意識が強 く、学問の た め で あれば 、 少

し大変な 事態 に子 供を追 い 込んで もよ いだ ろ うと、当 時の 私は 本気で思 っ て い ま した 。

あ る時私 は 、個人的な理 由で 、大変な 心理 的シ ョ ッ クを 受けて い ました 。 そ して実験

室 に入 り、心 底沈 み こ んで 力な く座 っ て い る と、 いつ も私を避け るよ うな態度をと っ

て い た 自閉症 の 子 供が、私の 肩に手 を置い た り、 頭 を触 っ た りするの で す 。 それ は消

沈 して い る私を明 らか に励 ま して い る ように見 え ま した 。言 い よ うも無 い 大きな 感動

と同時に これ まで 無理な実験 につ き 合わ せて 、 とて も悪 い こ とを した と い う後悔の 念

が私 を襲 い ま した 。 心 を閉ざ して い たの は彼 らで はな く、実は私 自身 だ っ たの で す。」

　 「障害は 努力に よ っ て 克服 され る もの 」 と い う誤 っ た価値観 、そ れ に輪を か けて い

るの が学 校や会社 の 中の 競争原理で す 。 自閉症 にと っ て 本当 に必要な の は 、「い ま」「こ

こ」 に 自分が 存在する こ とに つ い て 抱い て い る不安や恐怖 を克服す る こ と、安心 して

生 き 、生きよ うとす る力を彼 ら 自身が 手にするための 援助で す 。 その ため に、人 間と

人 間 とが 関わ りあ っ て 生 きて い くとい う こ とは快 い体験 なの だ とい う こ と を彼らが感

じ取 る こ とがで きる環境を作っ て い かな けれ ばな りませ ん。

　伊藤隆二 先生 も 「弱 い 者 を閉め 出す社会は、弱 くもろ い社 会で ある 。み ん な仲 間な

の で す 。 」 と い われ る。自立 しな くて よい 、 み ん な で助 け 合 う こ とが当然 の 社会 とは な

ん と安 らか で 和やか で純粋な もの で あろ うか 。

7．最後は どの よ うな社会、生産シス テム が人類に と っ て 望ましい かが問題で ある

　多田富雄氏が 指摘 されて い るよ うに、環境ホル モ ン な ど人工 の 物質が生命体の 秩序

を破壊 して い る の で ある。そ れ故、 従来の 科学や技術の 延長で すべ て が解決す る とい

う考え 方は再検討 しな けれ ばな らな いと思 う 。 真の 科学 は 自然法則 に沿 っ た 人類 の あ

る べ き姿 を具体的に明 らか に しな けれ ばな らな い。具体 的な こ とは述べ られな い が 、

基 本的に は 、 自然 との 調和 、農林漁業の 再生 と発展が大 切だ と思 う。私 は農業に関し

て 、 次 の よ うな本に感銘を受 けた。

　・　 「日本の 米」　 富 山和子　 （中公新書）
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理学 の 本当 の 力 は ど こ に あ る の だ ろ うか　
一

最終講義 第三部一

・　 「環境問題とは 何か」　　 富山和子

・　 「日本の 農業を考え る 」　 大野和興

・　 「有機農業が 国を変え た j　 吉田太郎

・　 「農学原論」　 祖 田修　 （岩波書店 ）

　　「な ぜ世 界の 半分が飢 え るの か」

（PHP 新書）

（岩波 ジ ュ ニ ァ新書）

　（コ モ ン ズ）

　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　 ス
ーダ ンジ ョ

ー
ジ　 （朝 日選書）

　も し 、 私たちが文明 とい う視点にた っ て 、あ るべ き 未来の 世界を考え る と どうな る

で あ ろ うか 。 100 年単位で な く縄 文時代の よ うに 4000 年 も、 い やせ めて 1000 年続 く

文明 とは どの よ うな もの で あろ うか 。100年な ら化 石燃 料 に依存で きる か もしれ ない 。

しか し、私たちが 1000 年先 を考 える と再生可能な循環す る世界で しかあ りえな い で

あろ う 。 上 記の 本は こ の よ うな課題 に答え て くれ るよ う な本で ある。 基本 的な産業 は

農林 ・水産 ・畜産業 にな るだろ う。 そ の よ うな社会 ・経済 は存 立で き ない と考 え る 人

もある と思 う 。 私が驚 い たの がキ ュ
ーバ の 有機農業で あ る。 吉田太郎 氏の 本に よ る と

次の 通りで ある。
9 ）

　ソ連の 崩壊に よ り 、 そ の 援助で 成 り立 っ て い たキ ュ
ーバ 経済は 91 年 9 月戦時経済

体制 に置 か ざる を得な かっ た 。 そ して 94 年の農業生産 は 90 年 の 55％ に まで落 ち込

ん だ。しか し、99 年 に は 94 年に比 べ 次の ように 増大 した 。（分子が 99 年、分母 が 94

年の 生産）。

米 5591226， 根 菜類 1373！485， 野菜 1443！322
，

トウモ ロ コ シ 238！74
，

バ ナ ナ 　603〆361 ，

　 有機農業で 生産 を 一気に回復した 。 経営規模は次の よ うに変化 した 。

国営 セクタ
ー　89 年の 74％ の 比率か ら 97 年には 33％ に

新協 同組 合農場　89 年の 0％か ら 97年 には 41 ％を 占め る

小 規模有機稲作運動が広 ま っ た 。 石油が 輸入 で きず 、ベ トナム か ら牛 と鋤 を輸入 して

耕作 した。

　社会的弱者 に配慮した穏やかな 自由化がな され た 。生産物の 80 ％は 政府 に納 める 。

国は弱者に配分す る 。 20％ を直売所 で販売 し、 生産者は利益 を上 げる 。 その 利 益の 中

か ら寄付 を して も らう 。 キ ュ
ーバ の 人達は利益だ けを求めな い 。 ハ バ ナ市の 新旧の 協

同組合 、 都市農家、市民農園の 80 ％は
一
定割合を地区 の 小学校、幼稚園、デイ ケ アセ

ン ター、 老人ホ
ーム 、病院な どに無償で 寄付 して い る 。有機農業 を成功さ せた 背景に

は食農教 育があ る。実践的 で 開か れた 大学教育 。 ミ ミ ズの 養殖。 自然の農 薬の 研 究 。

自給の 国作 り、農業はすべ て の文化の源 で ある 。 その 国 に住んで い る もの がそ の 土 地

で で きる もの を食べ る こ とが最 も安 くっ くし 、 健康にっ な が る 。

　 大野和興氏は農業は 「命 を引き 出す人の営み 」 として 、 も うひ とつ の 農 業を考 える
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と して ある べ き農業を提案 して お られる 。 そ れ は次の よ うな もの で ある。

  循環と多様性が農業を ささ え る

　作物や 家畜を 育て る主体 は 自然 で あ っ て 、人 はその 手伝 い をして い る に過 ぎな い 。

農業技術 の 役割 はまず 自然の 働きを じゃ ま しな い こ と、そ して作物や 家畜の 力を 自然

の 営み に沿 っ て 最大限 に 引き出す こ とで ある 。

  風土 と共生
一

農民技術の 創造

　地域 ごと に 自然と農業 の そ れぞれ の 関係が生 まれ 、そ こ か らそれぞれの 農業が ある

の で す 。 そ の 地 に生き る代々 の 農民 の 創意工 夫によ っ て 地域特有の 作 物の タネが つ く

られ 、そ の 管理の 仕方や、土地利用 の 形が作 られて き ま した 。 こ うして 、 それぞれ の

地域にそ れぞ れ の 農作物が生 まれ 、 そ こか ら、そ れぞ れ の 食べ 方 、加 工 の 仕方とい っ

た 食文化 、 さ らには、暮 らし方や収穫の 喜びを祝 うお祭 りと い っ た農村 文化 が生み 出

され ます 。

  地域性を取 り戻す

　農地 は地域 で管理 する。 生産 と消費を融合 させ 、循環す る町を作る 。

  総合力を発揮する 。 農業の 持つ 全体性

　農業 とい うな りわ い は、 単に農作物 を作 る と い うだ けで は あ りませ ん。 で きた もの

を加工 し 、 売る こ とまで 含 めて 農業で した 。 工 場労働 の 中で細分化 され て い っ た労働

者と違 い 、なんで もやれ る 全体 性 を持 っ た人間像が農民の 本来の 姿で した。 も う一度

農業に総合性 を取 り戻 し、 自己 決定権 を持つ 全体 的人間像 と して の 農民を 、 農業 主体

と して 創造す る。農業が福祉や 教育 を取 り込む こ とで 農業 も元気にな る

  お すそ 分 けと棲み 分け の 経済 を作る

　 自給 を分かち合う。住民の 参加 の もとに土地 を地域 の 公共の 資源 として 管理 し 、 農

業へ の 市民参加の 道 を開く。市民 が 安心 して 食べ られ る よ う地域の 風 土 を生か した確

か で 長続き する農業作 りを支援 し、 そ こで 生産された農産物の 地域 内加 工 ・地域 内消

費の 道を開 く 。

  平和 と農業

　 し っ か りした農業が長 く続 くに は 、 平和 でな けれ ばな らな い e

　私た ちが さ ま ざまな能 力を持 っ た人 と これ か ら生活 して い くとき、農業の 多様性、

その 作業 も含め て 、そ れぞれ個人が能力と好み に応 じて 生き生きと働 く こ とが で き る

で あ ろ う。その よ うな社 会で科学や 理学は い っ そ う重要な 、積極的な働き をする だろ

う。経済封鎖に あっ て 、 石油の 輸入 が で きな くな り、 化学肥 料や農薬が使 えな くな っ

た キ ュ
ーバ で有機農業に よ っ て 、農 業生産が拡大した こ とは大変興味があ る こ と で あ

る 。

9）
そ こで は教育水準が 高か っ た の で 、大学等 の 研究者が 重要な役割 を果た した。
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　 日本で も農業、漁業の よ うな
一
次産業を発展させ る こ とが大 切で ある。富 山和子 さ

ん の 本をぜ ひ 読んで い ただ きた い 。

1 ω
　 富 山和 子 さんの 「環境問題 とは何 か」 と題

する 本 には 、 次 の 歌が 万葉集に あると して 紹介され て い る 。

　い に しえ の 人 の 植え けむ杉 が枝 に霞たな び く春 はきぬ ら し

万 葉の 大昔か ら日本人 は木を植えて きた 。 現在 の 日本の 風土 は遠い 祖先が営々 と して

築 い て きた もので あ る 、富山さ んは この 歌 を万 葉集 に 発見 して感激 した との こ とで あ

る 。現在 人は こ の よ うな万 葉人の 気持 ちで 杉 の 木 を眺め る こ とがあるだ ろ うか e そ の

昔、山は に ぎやか で あ っ た．現在地域社会が崩壊 し、山林や農 地が荒れ 、農 地が減少

して い る 。 こ の 荒 廃は災 害 をもた らし、 下流 の 水 不足や 漁業に影響す る 。 自然は 一
体

の もの で ある 。 昔の 人 の 知恵と血 と汗で 築か れた 国土 を維持発展させ な けれ ばな らな

い 。富山さんは言 う 。
「資源 とい えぱ私たち はこ の 半世紀 、 日本 には資源 が 無い 、資源

が 無い と事毎 に教え られ て きた 。 確か に石油経済下に あ っ て は、資源 とい えば化石燃

料で あ っ たろ う。 けれ ども人間が この 地球 に 生きて い くとい う文明の 原点 に立つ な ら

ば、は るか に か け が い の な い 資源、土 壌 を養 っ て き た の で あ り、い っ た い 、 どの 文明

が 川の 水 を作 り出すた め、 血を 流 し、何世代 もか け て ま で 土 壌を作 っ て きた で あろ う

か 。 」
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